
筑波大学計算科学研究センター 平成２８年度学際共同利用 報告書 

 

受付 ID 16a13 

分野 原子核 

クラスタ構造が引き起こす単極及び双極遷移 

Monopole and dipole transitions enhanced by cluster structures 

 

谷口 億宇 

日本医療科学大学 

 

１．研究目的 

原子核の励起状態に発現するクラスタ構造と単極及び双極遷移との関連を明らかに

することを目的とした。本年度は、クラスタ構造などの様々な状態を計算するための

技術開発を行った。クラスタ構造を含む変形した状態の回転対称性を回復するための

角運動量射影を、高精度で行う手法を開発した。 

 

２．研究成果の内容 

 高精度の角運動量射影のためには、回転に対し対称性のいい軸を選ぶことが重要で

ある。角運動量の分散の小さい方向を軸に取ることによって軸対称性のいい軸を選ぶ

手法を開発した。それを偶々核だけでなく奇核や奇々核について、球形や変形構造

の、様々な状態に対して適用し、開発した手法が有効であることを示した。 

 

３．学際共同利用として実施した意義 

 原子核の波動関数は求めるためのエネルギー変分計算を並列化して、COMAを用い

て実行した。開発した手法は一般的に有効な手法であることを示すために、多くの例

に適用し、計算量が多くなった。この計算を高効率で行うために、COMAによる並列

計算は大きな役割を果たした。 

 

４．今後の展望 

 原子核の波動関数を求める技術開発が終了した。今後はこの手法を応用し、クラスタ

構造と単極及び双極遷移との関連を系統的に明らかにしていく。その研究はさらに多

くの計算量が必要となるため、並列計算を用いて高効率で行う必要がある。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS   

HA-PACS/TCA   

COMA ○ 840時間 

※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 


